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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

【
福
島
県
支
部
】

福
島
県
支
部
で

　
　
　
伝
達
式
開
催

支
部
の
秋
季
善
行
表
彰

の
伝
達
式
は
十
二
月
四
日

（
日
）、
郡
山
市
の
「
橘
地

域
公
民
館
」
で
開
催
し
ま

し
た
。

伝
達
式
に
は
、
受
賞
者

七
人
と
役
員
十
一
人
が
出

席
。
日
本
善
行
会
の
勝
野

堅
介
会
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
披
露
後
、
日
本
善

行
会
の
会
員
で
も
あ
る
品

川
萬
里
郡
山
市
長
か
ら
市

議
会
開
催
中
に
も
か
か
わ

令
和
四
年
度

　

秋
季
善
行
表
彰

受

賞

者

伝

達

式

【
愛
知
県
豊
橋
支
部
】

秋
季
善
行

　
　
表
彰
伝
達
式
の
開
催

一
月
二
十
一
日
（
土
）
豊

橋
市
の
高
千
穂
会
館
に
て
開

催
さ
れ
、
今
年
度
の
秋
季
善

行
表
彰
受
賞
者
の
二
名
に
表

彰
状
と
支
部
か
ら
の
記
念
品

が
渡
さ
れ
た
。

ま
た
、
来
賓
に
浅
井
由
崇

豊
橋
市
長
、
根
本
幸
典
衆
議

院
議
員
ら
約
三
十
人
が
出
席

し
た
。

【福
岡
県
福
岡
支
部
】

福
岡
県
福
岡
支
部
の

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式

支
部
の
令
和
四
年
度
秋

季
善
行
表
彰
伝
達
式
を

十
二
月
十
八
日
（
日
）
大

宰
府
市
中
央
公
民
館
で
開

催
し
た
。
前
日
の
大
雪
で

積
雪
・
路
面
の
凍
結
・
行

方
不
明
者
捜
索
等
が
原
因

で
、
来
賓
・
受
賞
者
・
会

員
の
欠
席
等
で
混
乱
し
た

が
、
開
催
直
前
に
行
方
不

明
者
が
発
見
さ
れ
、
予
定

の
と
お
り
開
催
し
た
。
大

槻
事
務
局
長
の
司
会
で
、

国
旗
に
礼
・
黙
祷
の
後
、
古

屋
啓
二
郎
理
事
の
開
催
の
挨

拶
、
桑
野
英
則
監
事
が
支
部

長
の
挨
拶
文
代
読
、
続
い
て

楠
田
太
蔵
大
宰
府
市
長
、
原

田
久
美
子
市
議
会
議
員
の
祝

辞
の
後
、
勝
野
堅
介
会
長
の

祝
電
、
渡
辺
美
穂
県
議
会
議

員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。

楠
田
市
長
か
ら
一
人
一
人
に

表
彰
状
と
善
行
章
が
手
渡
さ

れ
た
。
古
屋
理
事
の
閉
会
の

挨
拶
で
無
事
終
了
し
た
。
そ

の
後
、
広
報
課
員
の
記
念
写

真
等
撮
影
、
出
席
者
全
員
に

一
キ
ロ
入
り
の
餅
を
贈
呈
し

た
。
な
お
、
市
の
職
員
四
名

の
方
に
表
彰
式
・
会
場
設
営

等
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
表
彰
伝
達
式
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
勝
野
会
長
。
事

務
局
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ら
ず
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

受
賞
者
か
ら
は
「
思
い
が

け
な
い
受
賞
に
感
謝
し
ま
す
。

善
行
会
活
動
に
も
協
力
し
て

い
き
た
い

で
す
」
と

の
心
強
い

声
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。今

回
も
、

伝
達
式
終

了
後
の

「
昼
食
懇

親
会
」
は
、

新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染

防
止
対
策
と
し
て
中
止
と
し

ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い
収

束
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
福
島
県
支
部
長山﨑

　
久
夫

写真③　前列右から４人目が
品川郡山市長、５人目が山﨑支部長

写真①②　品川萬里郡山市長の挨拶

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

友
情
の
輪
ふ
た
た
び

神
奈
川
県
川
崎
市

長
尾
み
は
る

こ
の
度
、
特
別
善
行
金
章

を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

活
動
の
始
ま
り
は
娘
の

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
へ
の
入
団

で
既
に
四
十
二
年
が
経
ち
ま

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
約

金

　
　章

束
と
お
き
て
の
も
と
ス
カ
ウ

ト
と
共
に
活
動
す
る
事
の
楽

し
さ
は
、
他
団
の
リ
ー
ダ
ー

の
方
や
川
﨑
市
の
姉
妹
都
市

の
ス
カ
ウ
ト
等
と
の
交
流
は

有
意
義
な
経
験
で
し
た
。
活

動
の
テ
ー
マ
は
自
己
開
発
、

人
と
の
交
わ
り
、
自
然
と
共

に
を
基
本
に
自
分
で
考
え
行

動
出
来
る
女
性
へ
と
育
っ
て

い
ま
す
。
令
和
二
年
、
日
本

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
百
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

今
コ
ロ
ナ
渦
で
活
動
は
思

う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
。
以

前
は
集
会
の
終
わ
り
に
一

つ
の
輪
に
な
り
、
ソ
ン
グ
を

歌
い
な
が
ら
手
を
握
り
回

わ
し
、
次
回
会
う
時
ま
で

お
元
気
で
と
祈
り
別
れ
ま

す
。
今
は
一
日
も
早
く
友
情

の
輪
が
作
れ
る
よ
う
に
と

願
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
ス

カ
ウ
ト
か
ら
元
気
を
も
ら

い
、
共
に
人
に
役
立
つ
行
動

が
出
来
る
よ
う
に
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

秋
季
善
行
章
を受

章
し
て

宮
城
県
大
崎
市大

友
　
文
司

秋
季
表
彰

こ
の
度
は
、
令
和
四
年
度

秋
季
善
行
表
彰
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
白
血
病
な
ど
の
血
液

疾
患
の
方
々
が
一
人
で
も
多

く
骨
髄
移
植
の
チ
ャ
ン
ス
に

巡
り
合
え
る
よ
う
に
、
約

三
十
年
、
年
間
二
百
ヶ
所
で

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登
録
の
呼

び
か
け
の
活
動
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
日
本
で
は
新
た
に

一
年
間
に
約
一
万
人
の
白
血

病
な
ど
の
血
液
疾
患
の
方
が

発
病
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

に
、
大
き
な
希
望
と
な
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

度
の
受
賞
を
励
み
に
益
々
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

土
浦
市
国
際
交
流
協
会

こ
の
度
は
、
令
和
四
年
度

春
季
善
行
表
彰
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
市
民
の
国
際

理
解
、
国

際
化
に
向

け
た
地
域

づ
く
り
を

目
的
と
し

て
、
平
成

四
年
に
発

足
し
、
設

立
三
十
周

年
を
迎
え

ま
し
た
。

種
々
の
講 春

季
表
彰

座
や
海
外
研
修
、「
キ
ラ
ラ

ま
つ
り
七
夕
お
ど
り
参
加
」

な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
国

際
化
、
多
文
化
共
生
の
推
進

の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
海
外
と
の
友
好
で
は
、

ド
イ
ツ
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
市
、
米
国
の

パ
ロ
ア
ル
ト
市
と
の
間
で
、

市
民
使
節
団
の
派
遣
や
文
化

交
流
、「
か
す
み
が
う
ら
マ

ラ
ソ
ン
」
へ
の
ラ
ン
ナ
ー
招

待
な
ど
を
通
し
て
親
善
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
パ
ロ
ア
ル

ト
市
と
は
、
中
学
生
の
交
換

交
流
を
行
い
、
未
来
を
担
う

国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を
育

成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土

浦
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
の
共
催

に
よ
る
日
本
語
教
室
や
、
指

導
者
育
成
講
座
、
日
本
の
生

活
を
学
ぶ
「
地
域
ふ
れ
あ
い

事
業
」
な
ど
、
多
文
化
共
生

善
行
表
彰
を
受
章
し
て

東
京
都
練
馬
区猪

股
百
合
子

こ
の
度
、
令
和
四
年
度
秋

季
善
行
表
彰
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

民
謡
、
三
味
線
を
始
め
て

五
年
程
過
っ
た
頃
、
勉
強
に

秋
季
表
彰

な
る
か
ら
と
、
師
匠
の
計
ら

い
で
、
近
く
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
施
設
で
三
味
線
を
弾
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

年
の
間
、
一
緒
に
唄
う
利
用

者
さ
ん
の
元
気
な
声
、
嬉
し

そ
う
な
顔
、「
楽
し
か
っ
た
よ
」。

こ
の
全
て
を
も
っ
と
多
く
の

人
に
届
け
た
い
。
こ
れ
が
慰

問
活
動
の
始
ま
り
で
し
た
。

ど
こ
の
施
設
で
も
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
ん
な
折

な
ど
慰
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
の
出
番
は
利
用

者
さ
ん
た
ち
の
出
番
で
も
あ

り
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲
や
、
出

身
地
の
唄
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

最
後
に
は
必
ず
東
京
音
頭
、

炭
坑
節
で
締
め
ま
し
た
。
舞

台
の
あ
る
施
設
で
は
、
そ
の

上
で
踊
る
人
達
も
い
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
等
で
踊
り
続
け

る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
笑
顔
、
勇
気
を
も
ら
っ

て
、
い
つ
し
か
二
十
年
以
上

が
過
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
受
賞
に
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
今
後
活
動

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
外
国
人
と
日
本

人
と
の
相
互
理
解
・
地
域
の

国
際
化
の
発
展
の
た
め
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。


